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解 答
二酸化炭素 小腸 ア・オ・ク〔１〕 １ ２唄 欝

ウ イ ア カ エ蔚 鰻 姥 厩 浦

イ ウ オ エ イ イ〔２〕 ① ②唄 欝 蔚 鰻 姥

ウ ２.５ ３ 水素 エ〔３〕 唄 欝 蔚 鰻 姥

二酸化炭素 ア エ イ ア ウ厩 浦 瓜 閏物質Ｃ 物質Ｄ (a) (b)

６０ ５０ １５０ ３０ ３７.５ １００ ３０〔４〕 ア イ ウ エ オ カ キ

１ ２ １ ２ １ １〔５〕 唄 イ ウ エ オ カ キ

４ ２ ２欝 図２ 図３ 図４

解 説

〔３〕 水溶液Ａがスチールウールと激しく反応したことから，強い酸性の水溶液と考えられます。 の選択肢の唄 姥

中で強い酸性を示す水溶液は(ｴ)の塩酸しかないので，水溶液Ａは塩酸と考えられます。したがって，水溶

液Ｂはアルカリ性の水溶液となります。

水溶液Ａ（塩酸）３０ と過不足なく反応するスチールウールは１.５ｇ（２－０.５）なので，水溶液Ａ欝 易

５０ と過不足なく反応するスチールウールをＸｇとすると，３０：１.５＝５０：Ｘが成り立ち，Ｘ易

＝２.５ｇなので，とけ残るスチールウールは２.５ｇ（５－２.５）になります。

水溶液Ａと水溶液Ｂが完全中和する体積比は，２：３（２０： ２０＋１０ ）です。水溶液Ｂ６０ と蔚 易（ ）

完全中和する水溶液Ａの体積をＸ とすると，２：３＝Ｘ：６０より，Ｘ＝４０ なので，水溶液Ａは易 易

０ 分残っていることになります。 から，とけるスチールウールの量は，３ｇ（１.５１００－４０＝６ 易 欝

× ）となります。
３０
６０

塩酸とスチールウール（鉄）が反応して発生する気体は水素です。鰻

石灰水を白くにごらせる気体は二酸化炭素です。二酸化炭素を発生させるには，物質Ｃには水溶液Ａ厩・浦

（塩酸 ，物質Ｄには石灰石を使います。）

物質Ｄをくだいて小さくすると，物質Ｄの表面積が増加するので，物質Ｃとふれ合う機会が多くなるので閏

反応は激しくなりますが，物質Ｄの量は変わらないので，気体の発生する量は変わりません。

〔４〕 糸で棒を支えているところを支点として，棒を回転させようとするはたらきのつり合いを考え，支点から唄

棒Ａの重心までのきょりをＸとすると，４０×１００＝Ｘ×２００より，Ｘ＝２０㎝になるので，棒Ａの重

心の位置は棒Ａの左端から６０㎝（４０＋２０）のところになります。棒Ａを重心の位置で支えると，棒は

水平になってつり合います。棒Ａの両端を糸で支えたとき，棒Ａの左端の糸にかかる力と右端の糸にかかる

力の比は，棒Ａの左端から重心の位置までのきょりと重心から棒Ａの右端までのきょりの逆比になるので，

棒Ａの左端の糸にかかる力は５０ｇ（２００× ，棒Ａの右端の糸にかかる力は２００－５０＝）６０＋２０
２０

１５０ｇになります。

棒Ｂの重心の位置は棒の中央（左端から４０㎝のところ）になり，棒Ｂの重さは３００ｇなので，欝

（図３）の糸の位置は３０㎝（４０× ）になります。体積８０ ，重さ１００ｇのおもりを安
１００＋３００

３００

水に入れるとおもりは８０ｇの浮力を受けることになるので，（図４）で棒Ｂの左端の糸が棒を引く力は

２０ｇ（１００－８０）になります。棒Ｂをつるした糸から棒Ｂの左端までのきょりと糸から棒Ｂの重心

（棒Ｂの中央）までのきょりの比は左右を引く力の比の逆比になるので，３００：２０＝１５：１になりま

す。よって，糸の位置は，３７.５㎝（４０× ）になります。
１５＋１

１５

棒Ｂの左端の糸にかかる力は１００ｇなので，棒Ｂの右端につるしたおもりの重さは１００ｇになります。蔚

棒Ａの支えを棒Ａの左端につけなおしたときの，棒Ｂの左端の糸にかかる力は１５０ｇ（２００×

）です。棒Ｂの左端から３０㎝のところを支点として，棒を回転させようとするはたらきのつり
６０＋３０

６０

合いを考えると，３０×１５０＝１０×３００＋５０×Ｘとなり，Ｘ＝３０ｇになります。
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